
個人トータル表

男　子 平成28年7月31日 12:50 開始

１回戦

◎ 29 16
87 22 6 58

15 16
21 20

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

4 柳瀬　亮 4 0 2 0 2 * 4 永井　大智 7 0 3 1 3

* 5 庄司　勇人 8 1 2 1 1 5 八島　漱汰 1 0 0 1 0 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 清水　翔太 3 0 1 1 0 * 6 近藤　翔太郎 4 0 2 0 1 TeamA : : 34:59 37:21 : : : : :

* 7 伊藤　修人 6 1 1 1 0 * 7 上田　悠都 8 0 4 0 4 TeamB 13:57 17:58 : : : : : : :

* 8 八村　阿蓮 26 0 12 2 1 * 8 大塚　涼生 13 0 6 1 2

* 9 江戸保　礼央 12 0 6 0 1 * 9 中　耕平 19 2 5 3 0

* 10 相原　アレクサンダー学 13 0 6 1 1 10 芦立　夏希 6 0 3 0 0

11 江戸保　賢人 0 0 0 0 1 11 山田　真太郎 0 0 0 0 0

12 本間　紗斗 7 1 2 0 0 12 湯崎　遼真 0 0 0 0 2

13 塚本　舞生 7 1 2 0 0 13 金坂　崚央 0 0 0 0 0

14 古川　空音 0 0 0 0 0 14 木谷　聡 0 0 0 0 0

15 田中　裕也 1 0 0 1 2 15 井川　範陳 0 0 0 0 0

ｺｰﾁ 佐藤　久夫 0 ｺｰﾁ 増山　斉吾 0

Aｺｰﾁ 木伏　智久 Aｺｰﾁ 野口　俊彦

合　　　計 87 4 34 7 9 合　　　計 58 2 23 6 12

　　主審： 松尾諭

　　副審： 山口勝真

戦評： 記録： 海田高校
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県立米子東

平成28年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第69回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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明成 県立米子東

〔 戦 評 〕
スタートは、米子東＃４、６、７、８、９、明成＃５、８、７、９、１０。

第１Ｐ、両チームともハーフコートマンツーマンディフェンスでスタート。高さで勝る明成が＃８のゴール下やリ

バウンドショットで確実に点をかさねていく。一方で、米子東は＃４、９のドライブを起点として、果敢に明成

ゴールを攻める。終了間際に明成＃１２の３Ｐシュートが決まり１６－２９で明成が１３点リードする。

第２Ｐ、明成は＃８のゴール下でのプレイを中心に攻める。残り６分３秒、２０点差となり、米子東初めてのタ

イムアウト。米子東はディフェンスを２－３のゾーンディフェンスに変更。激しいディフェンスで明成の得点は伸

び悩んだが、明成＃１２、１３の３Ｐシュートで均衡を開く。明成はペイントエリアの中、外とバランスよく得点を

重ねる。２２－５１と明成リードで前半終了。

第３Ｐ、米子東は＃４、９が果敢にゴール下へ飛び込み明成に食らい付いていく。また、激しいディフェンスの

粘りをみせ、点差を縮めた。

第４Ｐ、その後も米子東は＃５、９のゴール下への飛び込みを起点にオフェンスを展開していきたいが、明成

の硬いディフェンスに阻まれ、点が伸びない。一方の明成は＃９，１１のゴール下で点を重ねていく。残り時

間５分、米子東はオールコートマンツーマンにディフェンスを変更。激しいディフェンスで明成のミスを誘発し

点差を縮めるも、５８－８７で明成が勝利し、２回戦に進出した。最後まであきらめることなく、ハードワークを

続けた米子東の健闘を称えたい。
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